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山北町に建設された「山北町立生涯スポーツセンター」は、主要構造材を 100％「かなが

わ県産木材」で構成した木造公共施設である。森林資源に恵まれた地域特性を的確に建築
化し、町民に開かれた拠点を実現した点が高く評価される。 
本計画では、流通の中心である 150mm角の正角材に限定される条件を逆手に取り、重ね

透かし梁や平行弦トラスなど、工夫ある架構デザインを展開した。ホール、武道場、ダン
ス室など、用途ごとに異なる架構を導入し、コンパクトな施設ながら多様な空間を実現し
ている。来館者が天井を見上げたときに、地元産の木材が力強く組み上げられた姿を目に
できることは、地域の誇りを実感させる仕掛けとなっている。 
また、木材の調達においては県内公共施設として初めて分離発注方式を採用し、林業・

木材関係者と協議を重ねながら供給体制を構築した点も注目される。建築の完成にとどま
らず、地域の森林資源活用や木材産業の活性化に資する仕組みづくりを伴ったことは、こ
の施設の大きな成果である。 
さらに、町民の日常利用に加え、桜並木を訪れる観光客やイベント来訪者の活動にも対

応できるよう計画され、地域のシンボルとして広く活用されることが期待される。 
総じて、本作品は建築的工夫と地域資源活用を兼ね備え、公共建築の新しい方向性を示

すものとして高く評価される。 
 




